
EMIS 医療機関基本情報入力の手引き



医療機関基本情報入力の目的
• 災害発生時、医療機関の機能維持に不可欠な施設用水及び燃料
供給に関わる施設情報を事前にEMIS上に入力することによって、
円滑な燃料供給体制を構築する。
また、災害時燃料供給において、燃料調整シートを作成し災害
対策本部に供給要請を行うことから、医療機関の基本情報、
施設情報（燃料調整シートの記入項目を反映）の情報提供が必要
となる。



最低限入力していただきたい項目
1. 基本情報
・機関名称、住所、施設管理者名、代表番号
・災害時用電話番号１、災害時用電話番号２
・EMIS入力担当者１、EMIS入力担当者２

2. 施設情報
・施設用水関連

受水槽の有無及び容量（ｔ）、設置位置
高架水槽の有無及び容量（ｔ）、設置位置
平日・休日の使用量（平均値）（ｔ）
給水⾞停⾞位置から受水槽までの必要ホース⻑（ｍ）



最低限入力していただきたい項目
2. 施設情報

・電気関連
電気主任技術者 氏名及び連絡先
契約受電電圧（ｖ）
1日の必要電気量 休日（Ｋｗｈ）又は最低限（Ｋｗｈ）
電源⾞から電気供給する場合の⾞両停⾞位置

（可能であれば図面添付）



最低限入力していただきたい項目
2. 施設情報
・自家用発電機関連

発電機の有無及び台数
各発電機の発電用量（KVA）
各発電機の燃料油種
各発電機で使用可能な燃料量（備蓄量）（KL）、稼働時間
燃料タンクの給油口規格 名称、口径、形式
燃料タンクの設置場所
燃料タンクまでの必要はホース⻑（ｍ）

・ライフラインに依存する医療機器の保有状況
人工呼吸装置、人工透析装置、保育器等の台数



入力内容についての確認方法

施設情報において、どういったデータや資料に基づいて入力を
行えばよいのか不明な点について、具体的な参考例を示し、
分かりやすく解説を行っていきます。



施設用水関連の参考例
・受水槽の有無及び容量（ｔ）、設置位置（地上・地下）

高架水槽の有無及び容量（ｔ）、設置位置（屋上・〇階）
まず、一定規模以上の施設においては、市町村などから供給される
水道水を、受水槽に貯めてあと建物内に供給し使用される仕組みの
場合が多いため、その場合、受水槽の有効容量の合計が10㎥を超える
ものを簡易専用水道（水道法第3条第7項、水道法施行令第2条）といい、
簡易専用水道は、毎年1回以上定期に検査を受けます。
（水道法第34条の2第2項、水道法施行規則第56条）
詳しくは、添付資料の簡易専用水道の手引きをご参考下さい。



• 簡易専用水道設置届及び簡易水道検査資料 簡易専用水道設置届及び簡易水道検査結果の項目より、受水槽の有無
容量（ｔ）、設置場所が確認できます。 簡易専用水道の適用外の施設
の場合は次のページを参考にしてください。

容量
1㎥→1ｔ

設置場所



• 医療機関建設時の書類等による確認

病院を建設する際の設計竣工図（A1size図面）
の機器表を参考にする方法

容量
1㎥→1ｔ 設置場所 台数



施設用水関連の参考例
・平日・休日の使用量（平均値）（ｔ）

中央監視装置を設置している医療機関においては、監視装置の帳票出力機能を
活用し、給水量の月報・日報データが確認可能のときは、そのデータを活用し、
帳票等のデータ活用が不可能の場合は、各市町村からの水道料金納入済通知書
等の使用水量（㎥）を入力する。その他日々のメーター検針記録での入力と
してもよい。

（※井⼾水を上水に使用している施設においては、公共水道と井⼾水を合算した
数値を入力すること。）
納入済通知書から入力を行う場合においては、平日の平均値は、年間の使用量
が多い月の平均値を入力。また、休日の平均値は、年間の使用量が少ない月の
平均値を入力する。



• 中央監視装置の帳票データを入力する場合 病院の設備機器の運転管理を行う中央監視装置の帳票システムにて確認。
月の使用量から、平日の平均及び休日の平均値を割り出しEMISへ入力。

月の使用量
1㎥→1ｔ

出力した帳票データ

中央監視装置

帳票出力画面

帳票



• 水道料金納入通知書

各契約している公共水道の料金納入済通知等を確認し、
使用水量をその月の使用した日数で割った値をEMISへ入力
その際、納入済通知書から入力を行う場合においては、
平日の平均値を年間の使用量が多い月の平均値を入力。
休日の平均値を年間の使用量が少ない月の平均値を入力。

月の使用量
1㎥→1ｔ



施設用水関連の参考例
・給水⾞停⾞位置から受水槽までの必要ホース⻑ （ｍ）

受水槽が設置されている箇所の近くで、給水⾞両が停⾞できる
十分な駐⾞スペースから、受水槽給水口等までの距離。

受水槽

給水⾞給水ホースの⻑さ



電気設備関連の参考例
・契約受電電圧 （V）

電力会社との受電契約書類又は帳票データから入力

受電電圧



電気設備関連の参考例
・１日の必要電気量 休日（Kwh）又は最低限（Kwh）

中央監視装置を設置している医療機関においては、監視装置の
帳票出力機能を活用し、電力量の月報・日報データが確認可能
のときは、そのデータを活用し、帳票等もデータ活用が不可能
の場合は、電力会社からの電気料金明細票等の使用電力量
（Kwh）を入力する。その他日々のメーター検針記録での入力
としてもよい。

（※自家用発電機も常時運転を行い電力供給している場合は、合算
した数値を入力すること。）

電気料金明細票から入力する場合においては、契約種別により
業務用電力Ⅱ型の場合：その他季の使用電力量を月の日数で割った値
業務用季時別の場合：夜間電力の使用量を日曜・祝祭日と平日夜間における

総時間数で求めた値



• 中央監視装置の帳票データを入力する場合 病院の設備機器の運転管理を行う中央監視装置の帳票システムにて確認。
月の使用量から、休日の平均値を割り出しEMISへ入力。

月の使用量 休日平均の合算
Mwh=Kwh×１０³

出力した帳票データ
中央監視装置

帳票出力画面

帳票


